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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【発行日】平成26年11月13日(2014.11.13)

【公開番号】特開2013-105375(P2013-105375A)
【公開日】平成25年5月30日(2013.5.30)
【年通号数】公開・登録公報2013-027
【出願番号】特願2011-249681(P2011-249681)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月25日(2014.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リソース識別情報送信装置及びリソース情報表示装置を含む情報表示システムであって
、
　前記リソース識別情報送信装置は、
　報知すべき事象を検出する検出手段と、
　前記報知すべき事象に係るネットワークリソースの識別情報を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に記憶された識別情報を送信する送信手段と、
を備え、
　前記リソース情報表示装置は、
　前記送信手段から送信された識別情報を受信する受信手段と、
　前記ネットワークリソースの識別情報に基づき、該ネットワークリソースのリソース情
報を取得するリソース情報取得手段と、
　前記ネットワークリソースのリソース情報に係る映像を表示する表示手段、又は、音声
を出力する音声出力手段の少なくとも一つと、
を備え、
　前記リソース情報表示装置が、前記ネットワークリソースの識別情報を受信した時に待
機状態である場合には、稼働状態に遷移し、前記ネットワークリソースの識別情報に基づ
いて前記ネットワークリソースのリソース情報を取得し、予め設定された条件で、前記ネ
ットワークリソースのリソース情報に係る映像を表示し、又は、音声を出力することを特
徴とする情報表示システム。
【請求項２】
　前記予め設定された条件とは、待機状態となる直前の設定とは異なる設定であることを
特徴とする請求項１記載の情報表示システム。
【請求項３】
　前記予め設定された条件とは、ネットワークリソースのリソース情報に係る映像を表示
する場合における輝度を設定する条件、または、音声を出力する場合における音量を設定
する条件のうちの少なくとも一つの条件であることを特徴とする請求項１または請求項２
のいずれかに記載の情報表示システム。
【請求項４】
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　前記検出手段は、前記リソース識別情報送信装置の外部に設けられ、前記検出手段から
の情報に基づいて、前記記憶手段に記憶された識別情報をリソース情報表示装置の受信手
段に送信することを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の情報表示シ
ステム。
【請求項５】
　前記リソース情報表示装置は、計時手段をさらに備え、前記ネットワークリソースの識
別情報を受信した時に待機状態である場合には、稼働状態に遷移し、予め設定された条件
で、前記ネットワークリソースのリソース情報に係る映像を表示し、又は、音声を出力し
たのち、所定の時間経過後に、待機状態となる直前に設定されていた条件に戻ることを特
徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の情報表示システム。
【請求項６】
　前記リソース情報表示装置は、計時手段をさらに備え、前記ネットワークリソースの識
別情報を受信した時に待機状態である場合には、稼働状態に遷移し、予め設定された条件
で、前記ネットワークリソースのリソース情報に係る映像を表示し、又は、音声を出力し
たのち、所定の時間経過後に、待機状態に戻ることを特徴とする請求項１乃至請求項５の
いずれか一項に記載の情報表示システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　この発明に係る情報表示システムにおいては、リソース識別情報送信装置及びリソース
情報表示装置を含む情報表示システムであって、前記リソース識別情報送信装置は、報知
すべき事象を検出する検出手段と、前記報知すべき事象に係るネットワークリソースの識
別情報を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された識別情報を送信する送信手段と
、を備え、
　前記リソース情報表示装置は、前記送信手段から送信された識別情報を受信する受信手
段と、前記ネットワークリソースの識別情報に基づき、該ネットワークリソースのリソー
ス情報を取得するリソース情報取得手段と、前記ネットワークリソースのリソース情報に
係る映像を表示する表示手段、又は、音声を出力する音声出力手段の少なくとも一つと、
を備え、
　前記リソース情報表示装置が、前記ネットワークリソースの識別情報を受信した時に待
機状態である場合には、稼働状態に遷移し、前記ネットワークリソースの識別情報に基づ
いて前記ネットワークリソースのリソース情報を取得し、予め設定された条件で、前記ネ
ットワークリソースのリソース情報に係る映像を表示し、又は、音声を出力するようにし
たものである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　この発明に係る情報表示システムは、
　送信手段から送信された識別情報を受信する受信手段と、ネットワークリソースの識別
情報に基づき、ネットワークリソースのリソース情報を取得するリソース情報取得手段と
、ネットワークリソースのリソース情報に係る映像を表示する表示手段、又は、音声を出
力する音声出力手段の少なくとも一つと、を備えたリソース情報表示装置と、
　ネットワークリソースの識別情報を受信した時に待機状態である場合には、稼働状態に
遷移し、ネットワークリソースの識別情報に基づいてネットワークリソースのリソース情
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報を取得し、予め設定された条件で、ネットワークリソースのリソース情報に係る映像を
表示し、又は、音声を出力するリソース情報表示装置と、
を含むので、報知用リソースに関する情報を入手したときに、自動的に報知用リソー
スを表示することができる。


	header
	written-amendment

